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第30期第4回理事会議事録

日時：1999年4月26日（月）17時30分～20時30分

会場：気象庁観測部会議室（6階）

出席者：廣田，二宮，石島，小川，木田，神沢，佐伯，

　　　　城尾，住，関口，竹村，田中（浩），田中（博），

　　　　中村（誠），新野，藤部，藤吉，古川，宮原，

　　　　村松，山内，山下，由良　以上23名

その他の出席者：椎野純一，藤谷徳之助，木村隆昭（気

　　　　象庁観測部）以上大会実行委員会，事務局（舘）

1．理事長挨拶

　　本大会の運営を担当している気象庁観測部の実行

　委員長である観測部長をはじめとする方々に対し

　て，大会運営についての尽力に対する感謝の言葉が

　述べられた．

2．2001年度日本気象学会春季大会の担当機関にっい

　　て

　　2000年春季大会は筑波地区（気象研究所）が担当

　ということで決定している．2001年の春は，従来の

　サイクルからいうと東京管区＋気象庁気候・海洋気

　象部の担当である．しかし，これまで行われてきた

　大会運営方法の見直しの議論に基づいて，2001年以

　降は白紙でやりなおすことを確認した．2001年春季

　大会の担当および2002年以降の担当機関の決め方に

　ついては，関東地区連絡会が次回理事会までに原案

　を提示することを確認した．

3．日本気象学会の将来計画について

　　3月25日に評議員会が開催された．その際，地球

　環境問題が大きな話題となり，学校教育，メディア，

　講習会等を通じた普及の重要性などについて議論と

　提言が行われた．これまで，対社会と言う観点での

　環境問題の研究は学会内において不充分であった．

　そこで衛星観測，フィールド観測，長期予測等の分

　野において研究実績のある何人かの環境問題の専門

　家の集まりを組織し，上記観点からの検討と問題提

　起をしてもらう．この作業委員会の世話役（委員長）

　を田中浩理事（名古屋大学）にお願いする．委員会

　メンバーの構成も同理事に委任する．そこでの結果

　について，理事会が報告を受けて議論・行動計画作

　成を行い，それに基づいて総合計画や教育と普及な

　どの委員会で具体的に実行するという方針を決定し

　た．

4．総会定足数に関する定款の改訂について

　　総会定足数を通常会員総数の「5分の1」から「過

半数」に改訂するとともに，委任状および書面によ

らないで出席する通常会員数についての必要用件で

ある「25分の1」条項を削除するという理事会定款

改訂案に対して，一会員から，少数の出席者（例え

ば理事のみ）で総会が成立し，重要な事項が決定さ

れる危険性があるため「25分の1」条項は残すべき

であるという意見があった．

　　このことに関して以下のような議論が行われた．

　総会は，最も多くの会員が参加し易い春季大会期

間中に開くことになっていることに大きな意味があ

る．例年春季大会には800名前後の参加者があり，こ

れらの人が総会に参加可能なはずであって，指摘を

受けたような事態は理論的には可能であるが，実際

にはあり得ない．大会参加者数からすれば通常会員

数の「25分の1」に当たる約170名というのは簡単に

クリアーできる数であり，大会参加者が学会運営に

関心を持ち，総会に出席するような状況の実現が重

要である．このようなことから「25分の1」条項を

削除するという原案で総会に図ることに決定した．

　　それとともに，委任状により参加する会員の意見

がより正確に反映されるように，一括してではなく

各提案事項ごとに意思表明ができるようにするな

　ど，委任状の充実も必要であるという議論が行われ

　た．

5．秋季大会に係わる本部交付金の増額について

　本年度福岡で開催される秋季大会において，予算

　に対して収入が不足している．経済不況の影響で企

業や地方自治体などからの広告や寄付による収入が

伸び悩んでいること，料金の安い大学や自治体の施

設がふさがって使用できないため，結果的に料金の

高い一般の施設を利用せざるをえなくなったことが

原因である1このことにつき，不足分の学会本部か

　ら追加補助することに決まった．

　　大会担当機関においては，基本的に，料金の安い

大学や自治体の施設の利用に最大限の努力を払って

　もらうこと，その上で予算に対して収入が不足する

　ような事態となったような場合は，理事会に詳しい

報告をしてもらうことなどを確認した．

6．学会大会における保育施設の斡旋について

　　大会時の保育施設紹介に関する現状の報告があ

　り，保育サービスに関する情報提供，公共施設利用

　に関する自治体への要請等学会として何をするかが
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明確になっていないこと，学会内の具体的な役割分

担が明らかになっていないことなどが問題点として

あげられた．このことについて，引き続き検討する

　こととなった．

7．総会資料について

　総会資料の検討が行われ，総会に承認を求めるこ

　ととなった．

8．その他

　　7月に英国バーミンガムで開かれるIUGG総会

において，2003年総会の開催地として日本が決定さ

れることがほぼ確実である．非公式ではあるが，気

象学会から1名の組織委員長候補と2，3名の実行

委員を推薦してもらいたいという意向の話がすでに

あった．今後，公式には，日本学術会議気象学研究

連絡委員会委員の木田理事が窓口となって対応す

る．5月18日にIUGG2003年総会準備委員会が開か

れることになっている．そこで受けるであろう依頼

を持ち帰って検討することになった．

以上の議事録の通り相違ありません．

　　　　　　　　社団法人　日本気象学会

　　　　　　　　　　　　議長　　二宮洗三

　　　　　　　　　　　　署名人　村松照男

　　　　　　　　　　　署名人　中村誠臣

印

印

印

2000年度「女性科学者に明るい未来をの会・猿橋賞」および研究助成候補者の募集

　標記の会から，下記のお知らせがありました．気象

学会では，7月ごろに「学会外各賞推薦委員会」を開

催して「猿橋賞」への推薦者を選考する予定ですが，

学会以外からの推薦も可能ですので，下記の要領で応

募して下さい．賞・助成とも，詳細な応募要領と応募

用紙は気象学会事務局にあります．

1．猿橋賞

　（1）対象：自然科学の分野で顕著な研究業績を収め

　　　た女性科学者．下記締切日に50歳未満であるこ

　　　と．

　（2）表彰の内容：賞状，副賞として賞金30万円．一毎

　　　年1件（1名）

　（3）応募方法：所定の用紙に必要事項を書いて下記

　　　あて先へお送り下さい．

　（4）締切：1999年11月30日（必着）

2．研究助成

　（1）対象：海外シンポジウム等に出席し，論文を発

　　　表する女性研究者．下記締切日に40歳未満であ

　　　ること．

　（2）助成内容：1件10万円，毎年数件

　（3）応募方法：所定の用紙に略歴，研究業績，国際

　　会議名（主催団体・開催場所・年月日），発表論

　　文題目，推薦理由及び推薦者氏名・肩書きを書

　　　いて下記のあて先へお送り下さい．

　（4）締切：1999年11月末日と2000年4月末日の2回

3．応募先：女性科学者に明るい未来をの会

　　〒166－0002東京都杉並区高円寺北4－29－2－217

　Te1・Fax：03－3330－2455

32 “天気”46．6．


